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1. 本誌 は､物性 の石井究 を共 同 で促 進 す るため ､研究 者 が その石井究 ･意
見 を自由 に発 表 し言寸諭 しあい､ また､研究 に関連 した情 報 を速 や か
に交換 しあ うこ と を目的 と して､毎 月 1回編 集 ･刊 行 され ます｡掲
載 内容 は､研 究 論 文 ､研究 会 ･国際 含 蓄義な どの報告 ､講 義 ノー ト､
研究 に関連 した諸 問題 につ いての意 見､ プ レプ リン ト案内 ､ ニ ュー
ス な どてらす ｡
2. 本誌 に掲 載 され る論 文 につ いては､原則 と して審査 を行 をい ませ
ん ｡ 但 し∴編 集者 が本誌 に掲 載 す るこ と を著 し く不適 当 と認 め た ち
の につ い ては､改言丁を求 め､ または掲載 を拒赤色す る こ とが あ ります ｡
3. 本誌 の掲 載 論 文 を他 の学術 雑誌 に引用 す る と きは､著 者 の承･諾 を
得 た上 で･Private communication ‡扱い に して下 さい｡
投稿規定
1. 原稿 は400字 詰原稿 用紙 を使 用 し､雑≡誌 のペー ジ数 を節約 す るため
に極 力簡 潔 に お書 き下 さい｡
2. 原稿 は 2部 (オ リジナ ル原稿 及 び コ ピー)提 出 して下 さい｡
3. 数式 ､記 号 の書 き方 は Progress,Journalの投稿 規 定 に準 じ､
立体 "[ "､ イ タ リ ック "_ "､ ゴシ ック "～ "､ ギ リシャ文字 "ギ｡'､
花 文字 ､ 大 文字 ､小 文字 等 を赤 で指 定 して下 さい ｡ 又特 に区別 しに
くい Oとaと0(ゼ ロ)､ uとnとr､Cとe､ 1(エ ル)と1(イチ)､xと×(カケ
ル)､ uとV､ 千(ダガー)と+ (プ ラス)､4･とQとF'と¢等 も赤 で指 定 し
て下 さい｡
4. 数式 は 3行 にわた って大 き く書 い て下 さ い ｡
5. 1行 以 内 に お さま らをい可能性 の あ る長 い数 式等 は必ず改行 の際
の切 れ 目 を赤 で手旨定 して下 さい｡
6. 図 は その ま ま印刷 で きる もの (原則 と して トレー ス された もの)
とその コ ピー を本 文 と別 に論文末尾 に揃 え､図 を入 れ るべ き位 置 を
本 文 の欄 外 に赤 で指 定 して下 さい｡ 国 の縮 尺 ､拡 大 は致 しませ ん ｡
図 の説 明 を含 め 1頁 (13×19cnf)以 内 に入 らない もの ､ その ま ま印
刷 で きな い図 は原則 と して著 者 に返 送 し､書 き改 め て いた だ きます ｡
図 中 の文字 はi古宇 にいた しませ ん｡ 図 の説 明 は別紙 に書 き､ 原稿 に
添 えて下 さい｡
7. 投稿 後 の原稿 の訂 正 は で きるだ け避 け るよ うに して下 さい｡
8. 別刷 御 希望 の方 は投稿 の際 に50部 以上 10部単 位 で お申込 み下 さい｡
別刷 代 は別刷 代金 表 (当会 にご請 求下 さい) に従 い､別刷 を.受取 っ
て か ら 1ケ月以内 に糸内め てT さ い ｡ (郵 便 切 手 によ る受付 は いた し
ませ ん｡)
9. 原稿締 切 日は毎 月 5日で ､原則 と して次 月発 行誌 に掲 載 され ます ｡
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○物性研共同利用施設専門委員 (依頼人数 7名 )
小野 文久 (岡犬養 )
秋光 ∴純 (青学大理工 )












永井 克彦 (山口大理 )
鈴木 増雄 (束大理 )
小谷 章雄 (東北大理 )
安藤 恒也 (物性研 )
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fieldsE..H in free space
1338
T.Kawahara.M.Takaoka,




TheYang-BaxterRelation:･A N8V Tool forIくnot･Theory
1340
L.F.Mattheiss.D.R.Hamann.

































































































A surface study of the 83 K superconductorBi2Sr2CaCu208
byLEED And angle-resolved inversephotoemission spectroscopy
1365
A.Griffin.A.∫.Pindor,










村山茂幸 (理学部物理極低温 Ⅱ研 )
4月1日より 室蘭工大 教養
秋重幸邦 (理学部物理結晶物性研 )
4月 1日より 島根大学 教養学部
〔九州大学理学部〕
o談 話 会
2月22日 上村 洗 (東大 ･理 )
｢銅酸化物高温超伝導体におけるスピシーポーラロン対機構｣
oセ ミナー
2月18日 西山忠男 (九大 ･理 ･地質 )
｢岩石中の uphilldiffusionとpatt&n形成｣
o集中講義







































プログ レス- の翰文投稿の窓 口につ いて
Progress of Theoretical Physics
縮集重点会
現 在の窓 口は [編集塞ユ宛 となってますが, 1989年4月以降は縞集重点 (全国)
にも直接投稿 できる ことに しま した.
この新 しい窓 口はその縮集重点が レフェ リーの選択 などについて適任である
と考 える場合 に限 って下 さい. '適任 でない〃 場合 は結集重点 が縮集室 に転送す
るだけにな り, 処理 が遅れ る庶 因 ともな ります. 普通 の場合 は従来 ど うりにし
て ください.
受領の連絡, レフェ リー とのや りと り, 判 定 の連絡等 は従来 どう り樹集塵か
ら行 います. 窓 口の項以外 は, [投稿の手 引コ に従 って ください. 特に, [プロ
グ レス投稿原稿] と封筒 に赤 で明記す るの を忘れ ない で下 さい.
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
プ ログ レスの編集委員 は綿集会議 に出.膚 している要 員 と他地域 か らの委員 (
全国)か ら構成 され ています. 現在の要員 は下 記 の通 りですが, 交替す る場合が
あ りますの で, 表紙義の委員名簿 で確 捉 ください.
*は委員 (全国)
阿部 恭 久 藤川 和男書
川 崎 辰 夫 九後 汰一郎
牧 二 郎 益川 敏美
高 山 都築 俊 夫*`




















編集委員会での話では､現在地方編集委員が数編の講義ノー トを用意 して く
れているそうです｡ 今までずっと京大での講義をノー トにLでおり対象が偏 っ
ていたように思いますので折 しい講亀ノー ト楽しみです｡
(T.M.)
物 性 研 究 第 51巻第6号 (平成元年 3月号) 1989年3月20日発行
発行人 小 貫 明 〒606 京都市左京区北白川追分町
京都大学湯川記念館 内
印刷所 昭 和 堂 印刷所 〒606 京都市百万辺交叉点上/レ東側
TEL(075)721-4541-3
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1.会 費 :当会 の会費 は前納 制 をとって い ます｡ したがって､ 3月末 ま
で に在 るべ く 1年間分会 費 を御 支払 い下 さい O
をお新規 入会 お申込 みの場 合･は下 記 の会 費以外 に入会 金 と し
て､100円 お支払 い下 さい｡
1年 間の会費
1stvolume (4月号 ～ 9月号) 4,200円
2ndvolume (10月号 - 3月号) 4,200円
計 8,400円
(1年分 ま とめてお支払 いが困 雪鮭の向 きは 1voltJme 分ず つで も
結構 です)
2. 支払 いの際 の注 意 :な るべ く振 替 用紙 を御利用の上御納 入下 さい｡
(振 替貯 金 口座 京都 1-5312) (現金 書留 は御遠慮下 さい)
をお通信欄 に送金 内容 を必ず 明 記 して下 さい｡
雑清志購 読者以外 の代理 人 が購 読 料 を送金 され る場合 ､必ず会 員本
人 の名前 を明記 して下 さい｡
3. 送本 中止 の場合 :次 の volumeよ り送本 中止 を希望 され る場 合 ､
か 在 らず ｢退 会･届｣ を送付 して下 さい｡
4. 会 費 の支払遅 滞 の場 合 :当会 の原則 と しては､正 当 を理 由 な く 2
vols.以上 の会 費 を滞納 された場 合 には､送本 を停 止 す るこ とにな
ってい ますので御留意下 さい0
5. 一括 送本 を.受け る場 合･:個 人宛 送本 中 に大学等 で一括 配布 を受 け
る様 になった場 合 は､必ず-｢個 人宛送本 中止 ､一括配布 希望｣ の通
知 を して下 さい｡逆 の場 合 も同様 です｡
6. 送本 先変更 の場 合 :住 所 ､勤 務 先の変更 等 によ り送本先 が変 った
場 合 は､必 ず送本先変更届 を提 出 して下 さい｡
学j鮫､研 究所等1幾関会員
1. 会 費 :学手交･研究所等 で の入会 及 び個 人 で あって も公費払 いの と
きは機 関会員 とみ な し､代金 は､ 1冊 1,300円､ lVol.7,800円､
年 間15,600円 です｡ この場 合 ､入会 金 は不 用 です｡学手交､研 究所 の
会 費 の支払 いは後払 いで も結構 です｡ 入会･申込 み をされ る時 ､支払
い に請 求､見積 ､納 品書が各何 通必要 か をお知 らせ下 さい｡
をお､ 当会 の請求書類 で は支払 いがで きない様 で した ら､貴校 ､
貴 研究 機 関の請求書類 を送付 して下 さい ｡
2. 送本 中止 の場合 :発行途 上 にあ る volumeの途 中送本 中止 は認 め
られ ません｡ 退 会 され る場 合 には､ 1ケ月前 ぐらいに中止時 期 を明
記 して ｢退 会届｣ を送付 して下 さい｡
雑 誌 未着 の場合 :発行 日よ り 6ケ 月以 内 に当会 まで ご連絡下 さい｡
物性 石井究刊 行会
〒606京都市左京区北 白川追 分田丁 京都 大学湯 川記念館 内
℡ (075)751-2111内線 7051 (075)722-3540(直通)
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